
令 和 4 年 8 月 5 日
農 林 水 産 省プレスリリース

雪印メグミルク株式会社の産業競争力強化法に基づく事業
適応計画の認定について

農林水産省は、雪印メグミルク株式会社（法人番号：8430001041570）から提出された「事業適
応計画」 について令和4年8月5日付けで認定を行いました。

1.事業適応計画の認定

雪印メグミルク株式会社（以下「申請者」という。）から提出された「事業適応計画」につい
て、産業競争力強化法第21条の15第4項の規定に基づき審査した結果、同法第2条第12項に規定す
る事業適応計画を行うものとして、同法で定める認定要件を満たすと認められるため、令和4年8
月5日付けで「事業適応計画」の認定を行いました。今回の認定により、申請者は税制措置の適用
を受けることが可能になります。

2.申請者の概要

名称：雪印メグミルク株式会社

代表者：代表取締役社長 佐藤 雅俊

住所：北海道札幌市東区苗穂町6-1-1

3.事業適応計画の実施時期

令和4年10月～令和7年3月

4.申請者の事業適応計画の概要

エネルギー効率に優れた設備等の導入により、エネルギー使用量及びCO2排出量を削減させていく
ことで付加価値の創出と環境への負荷低減を両立。

添付資料

（別添1）事業適応計画のポイント(PDF : 632KB)

（別添2）認定事業適応計画の内容の公表(PDF : 449KB)

【お問合せ先】
畜産局牛乳乳製品課
担当者：朝倉、中野
代表：03-3502-8111（内線4931）
ダイヤルイン：03-6744-2128
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雪印メグミルク株式会社の事業適応計画のポイント
• 雪印メグミルクグループでは、地球温暖化防止や気候変動などの社会課題に対応するため、CSR重要
課題として環境関連の目標(KPI)を設定しています。

• 「環境負荷の低減」として、2021年7月に、2030年度までのCO₂排出量の削減目標を2013年度比
30％から50%に引き上げ、脱炭素の更なる推進を図っています。

1. 事業適応計画の実施時期
2022年10月～2025年3月

2. 生産性向上目標・新需要開拓目標
大樹工場の炭素生産性を48.4％向上することを目標とします。

3. 前向きな取り組みの内容
① LNGガスボイラ更新

② ホエイのメタン発酵設備導入

4. 支援措置
税制措置（カーボンニュートラルに向けた投資促進税制）

エネルギー効率と環境負荷の低減を実現するLNGボイラ
へ更新し、炭素生産性を向上させます。

ナチュラルチーズの製造により生成される副産物のホエ
イをメタン発酵処理し、エネルギー利用することで、炭
素生産性を向上させます。

〈大樹工場全景〉

〈大樹工場で製造する主な製品〉

〈事業適応計画の概要〉



認定事業適応計画の概要の公表 

 

1. 認定の日付 

令和４年８月５日 

 

2. 認定事業適応事業者の名称 

雪印メグミルク株式会社 

 

3. 認定事業適応計画の内容 

(1) 事業適応に係る事業の目標 

雪印メグミルクグループでは、地球温暖化防止や気候変動などの社会課題に対応す

るため、CSR 重要課題として環境関連の目標(KPI)を設定している。「環境負荷の低減」

として、2021 年 7 月に、2030 年度までのCO₂排出量の削減目標を 2013 年度比 30％

から 50%に引き上げ、脱炭素の更なる推進を図っている。 

 

(2) その事業の生産性を相当程度向上させること又はその生産し、若しくは販売する商

品若しくは提供する役務に係る新たな需要を相当程度開拓することを示す目標 

2022 年度より事業適応を開始し、2024 年度（目標年度）までに大樹工場の炭素生

産性を 48.4%向上させる。 

 

(3) 財務内容の健全性の向上を示す目標 

2024 年度（計画終了年度）に経常利益を計上することを目標とする。 

 

(4) 事業適応の類型 

エネルギー利用環境負荷低減事業適応 

 

(5) 計画の対象となる事業（日本標準産業分類における中分類名称及びその分類コード） 

「０９：食料品製造業」 

（選定の理由） 

計画の対象となる事業は主に乳製品を製造するものであるため。 

 

(6) 事業適応の具体的内容 

大樹工場はカマンベールチーズやさけるチーズなどのナチュラルチーズを主に製

造する工場である。当社における CO₂削減目標を達成するために下記設備を導入し、

大樹工場の炭素生産性を向上する。 

 



① 大樹工場 LNG ガスボイラ更新 

エネルギー効率の向上、環境負荷の低減を目的として、LNG へ燃料転換を実施す

るとともに高効率の貫流ボイラへ更新する。これによって、CO₂排出量を削減し、

大樹工場の炭素生産性を向上させる。計画初年度(2022 年度)に LNG サテライト設

備を設置し、2023 年 1 月に貫流ボイラへの更新を完了、稼働する。 

 

② 大樹工場ホエイのメタン発酵処理設備導入 

ナチュラルチーズ製造により発生する副産物のホエイ（乳清）は、ホエイパウダ

ーに加工している。今回、有用成分抽出後のホエイをメタン発酵処理し、発生した

メタンガスをエネルギーとして利用する設備を導入し、エネルギー使用量の削減、

CO₂排出量の削減を実現する。これによって、大樹工場の炭素生産性を向上させる。

計画初年度(2022 年度)よりメタン発酵処理設備の建設に着工し、2023 年 4 月より

稼働を開始、2023 年度中に最大負荷運転に移行する。 

 

上記①・②の実施により目標年度(2024 年度)において大樹工場の炭素生産性が

48.4％向上する。 

 

(7) 事業適応の開始時期及び終了時期 

開始時期：令和４年１０月１日 

終了時期：令和７年３月３１日 
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